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マウスPrPScと混合させることによって折り畳み異常が起こったハ
ムスターPrPCは、野生型ハムスターに対して感染性を起こす新規
なプリオンを生成した。同様の結果は、反対方向でも得られた。
PMCA増幅を繰り返すとin vitro産生プリオンの順応が起こる。この
プロセスは、in vivoでの連続継代に観察される株の安定化を暗示
させる。種の壁と株の生成がPrP折り畳み異常の伝播によって決
定されることが示唆される。
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263Kスクレイピーの臨床症状を呈するハムスター22匹の尿にTSE
感染性があることが示された。これらの動物の腎臓と膀胱のホモ
ジネートは20000倍以上希釈してもTSE感染性があった。組織学
的、免疫組織化学的分析では、腎臓における疾患関連PrPの散発
的な沈着以外、炎症や病変は見られなかった。尿中のTSE感染性
が、自然のTSEの水平感染に何らかの役割を果たす可能性があ
る。
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vCJDと関連のない疾患で死亡し、生前にvCJD又は他の神経学的
症状を示していなかった男性血友病患者の剖検時に、異常プリオ
ンタンパクが確認された。この男性は、献血後にvCJDを発症したド
ナー血漿を含む原料から製造された第Ⅷ因子製剤を使用してい
た。
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1996年に血漿を提供し、その6ヵ月後にvCJDを呈したドナーの血
漿由来の第8因子製剤を使用した血友病患者について、この度、
検死によりvCJD感染が報告された。血漿分画製剤によるTSE伝播
の可能性を示唆する初の報告である。 28
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新規のプリオン不活化法として、Bacillus lentusサブチリシン遺伝
子を変異させて得られたアルカリプロテアーゼ：MC3の報告。MC3
はプロテイナーゼKよりも高い分解能を示し、MC3消化の感染性マ
ウス脳ホモジネート（iMBH)投与マウスの生存率は、非分解iMBH
投与マウスと比較して極めて高かった。
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BSEプリオンに対するヒトの感受性についてSNPを解析した。PRNP
遺伝子座はプリオン病のいくつかのマーカーと全てのカテゴリーを
通じてリスクに強く関連していた。疾病リスクへの主な寄与はPRNP
多型コドン129であったが、別の近傍のSNPによってvCJDのリスク
増大がもたらされた。
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Amorfix Life Sciences社（カナダ）が開発した血漿中におけるvCJD
プリオンタンパク質の検査法。脳ホモジネートを1/1,000,000まで希
釈した検体を検出することが可能である。 31
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野生型マウスおよびヒトPrPを発現しているトランスジェニックマウ
スに、輸血関連vCJD感染第1号症例由来の脳材料を接種し、輸血
によるヒト-ヒト間の2次感染後のvCJD病原体の性質について調べ
た。その結果、潜伏期間、臨床症状、神経病理学的特徴および
PrP型について、vCJD(輸血）接種群はvCJD(BSE)接種群と類似し
ていた。vCJD病原体は、ヒトにおける2次感染により、有意な変化
が起こらないことが明らかとなった。
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非定型BSE(BASE)に感染した無症候のイタリアの乳牛の脳ホモジ
ネートをカニクイザルに脳内接種した。BASE接種サルは生存期間
が短く、古典的BSEまたはvCJD接種サルとは異なる臨床的展開、
組織変化、PrPresパターンを示した。感染牛と同じ国の孤発性CJD
患者でPrPが異常なウエスタンブロットを示す4例のうち3例の
PrPresに同じ生化学的特徴を認めた。BASEの霊長類における高
い病原性および見かけ上孤発性CJDである症例との関連の可能
性が示唆された。
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米国での古典的CJDを発症した供血者計35名に由来する血液成
分の受血者430名の遡及調査の結果、弧発性CJDが輸血で伝播
する証拠は無く、リスクはvCJDと比較して有意に低かった。 32
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1995年から3回/週でIVIG治療を受けていた61歳女性は、1997年1
月～1998年2月の期間に、後にvCJDを発症した供血者由来の製
剤を使用していた。この女性の死亡後、剖検により脾臓、リンパ
節、脳内のプリオン蛋白を検査したが、検出されなかった。
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欧州における2006年の感染症の発生報告はクラミジアが最も多
く、以下、ランブル鞭毛虫症、カンピロバクター症、サルモネラ症、
結核、流行性耳下腺炎、淋病、C型肝炎、侵襲性肺炎球菌疾患、
HIVの順であった。
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感染   欧州における 年の感染症の発生報告はクラミジアが最も多90145 2009/5/1 90184 感染 http://www.fda.
gov/cber/blood
/fatal07.pdf.

2007年度のCBERに報告された供血後及び輸血後の死亡例概要。
受血者76件、供血者17件の死亡報告。受血者死亡の内訳は、52
件が輸血関連もの、11件が輸血関連性否定できないもの、13件が
輸血と関連しないものであった。
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感染 // 年度の に報告された供血後及び輸血後の死亡例概要90145 2009/5/1 90184 寄生虫感
染
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輸血を介したバベシア症死亡例の報告。1998年の1例以降しばらく
無かったが、2006年1～10月にはFDAに5例が報告された。生物学
的製品逸脱報告サマリーでは、過去10年間にバベシア症関連報
告が68件あり、近年この報告が増加傾向にあることは、バベシア
症伝播に係る輸血関連リスクが増加していることを示している。
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1990年から2007年の中国における狂犬病発生傾向を調べた研究
によると、最近8年間でヒト狂犬病症例数が急激に増加したことが
明らかとなった。ヒト狂犬病は1990年から1996年の間は全国的な
狂犬病ワクチン接種プログラムにより抑制され、わずか159症例が
報告されただけであるが、2006年は3279症例と激増した。

狂犬病 年から 年の中国における狂犬病発生傾向を調べた研究狂犬病 年から 年の中国における狂犬病発生傾向を調べた研究90145 2009/5/1 90184 細菌感染 Am J Infect
Control 2008;
36: 602

減量法として両耳の上部耳介軟骨に置き鍼治療（Stapling）を受け
た16歳の女性が、2週間後に左耳の鍼周囲の紅斑および圧痛を呈
した。膿瘍ドレナージ検体の培養および感受性試験の結果、両耳
で著しい緑膿菌の生育が認められた。21日間の経口シプロフロキ
サシン投与により回復した。外耳軟骨は、血流に乏しく特に感染し
やすい。耳鍼が危険な緑膿菌感染を起こす可能性があることを医
師は認識するべきである。

/ / 細菌感染   減量法として両耳の上部耳介軟骨に置き鍼治療（ ）を受け90097 2009/3/26 80995 細菌感染 CDC/MMWR
2008; 57: 1145-
1148

米国ミネソタ州の68歳男性が、2007年10月12～21日に手術後の
輸血を受け、敗血症および多臓器不全をきたした後、10月31日に
発熱を伴う急性血小板減少症を発現し、11月3～5日の血液検体
からPCR及び抗体検査でアナプラズマ症感染が確認された。血液
ドナーの1人にA. phagocytophilum陽性がPCR及びIFA検査で確認
され、血液ドナーに感染源が確認された初の事例となった。
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全血血小板の細菌汚染リスクを低減させるためには、初流血除去
及び細菌培養によるスクリーニングが有効な方法であることを示す
報告。 37

細菌感染 全血血小板の細菌汚染リ クを低減させるためには 初流血除去90132 2009/4/24 90141 真菌感染 CDC/MMWR
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カリフォルニア州におけるコクシジオイデス症の報告数及び入院数
は2000～2006年の間毎年増加しており、2007年に減少した。アリ
ゾナ州は毎年米国のコクシジオイデス症全体の約60％を占めてお
り、1999年の1,812例（37/10万人）から2006年の5,535例（91/10万
人）と実質的な増加を示した。米国全体では、1996年の1,697例か
ら2006年の8,917例に増加した。
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